










 【要約】尿路感染症を発症した早期乳児 113 例に、造影検査を施行しところ 57 例(50%)

に尿路奇形が存在した。早期に発見し、将来的な腎機能低下を防止するため、入院時検査

の中から尿路奇形を示唆すると考えられる因子を検討した。複雑型尿路感染症では尿中白

血球数、NAG、尿中β2micro globrin、尿培養菌量、及び好中球分画が有意に高値を示し

た。腎エコー中心部離開の拡大は水腎症や重複腎盂によるものが主であり、VUR の存在を

指摘できなかった。最終観察時の年齢(1.76±1.13 歳) までに Vtm の自然消失は 20/34 尿

管(58.8%)、水腎症の自然消失率は 8/22 腎(36.4%)であり、VUR の程度の高いものほど残

存する傾向が認められた。


